
旭川市環境アドバイザー事業実施要綱

（目的）

第１条 この要綱は，環境アドバイザー（以下「アドバイザー」という。）の登録及び派遣等について必要

な事項を定め，市民等による自主的な環境に関する学習会・研修会・観察会等（以下「学習会等」と

いう。）の促進を図ることを目的とする。

（登録）

第２条 市長は，この要綱の定めるところにより，学習会等において指導又は助言を行う者を，旭川市

環境アドバイザー（以下「アドバイザー」という。）として，登録することができる。

２ アドバイザーの登録期間は，登録した年度を限度とする。ただし，再任を妨げない。

（登録の要件）

第３条 アドバイザーは，市内に住所を有しているとともに，次に掲げる事項のいずれかに該当する者

であって，市長が認めた者とする。

（１）環境についての関心や意識の高い者

（２）環境カウンセラー制度実施規定（平成８年９月５日環境省告示第５４号）に基づき環境カウンセラ

ーとして登録されている者

（３）環境保全又は自然保護に係る活動を実施している団体のうち，アドバイザーとしての資質及び

能力があると認められる団体

（登録の手続き等）

第４条 アドバイザーの登録を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は旭川市環境アドバイザー

登録申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。ただし,再任の場合はこの限りではな

い。

２ 市長は，前項の申請内容について審査し登録することが適当と認めたときは，その者を環境アドバ

イザー登録簿（様式第２号）に記載するとともに，申請者に対し環境アドバイザー登録証（様式第３

号）を交付する。

（情報の公表）

第５条 市長は，前条の規定により登録したアドバイザーの情報のうち，学習会等の促進に必要と認

められる情報を市民に公表するものとする。

（役割）

第６条 アドバイザーは，自らの能力，見識等を活用して環境教育を行い，学習会等において指導者と

しての役割を果たすものとする。

（研修）

第７条 アドバイザーは自らの資質向上のため，環境教育に関する研修等に積極的に参加するよう努



めなければならない。

（登録の解除）

第８条 市長は，アドバイザーが次に掲げる事項のいずれかに該当するときは，登録を解除することが

できる。

（１）アドバイザーから辞任の申し出があったとき。

（２）職務の遂行に支障があり，又これに耐えないとき。

（３）アドバイザーとしてふさわしくない行為があったとき。

（派遣の対象）

第９条 アドバイザーを派遣する対象は，市民等による自主的な環境に関する学習会等で，５名以上

の参加者があるものとする。ただし，政治，宗教及び営利を目的とするもの及びこの要綱の目的に

沿わないものを除くものとする。

（派遣の申請等）

第１０条 前条本文の派遣を受けようとする学習会等の代表者(以下「主催者」という。)は，学習会等の

１か月前までに旭川市環境アドバイザー派遣申請書（様式第４号）を市長へ提出する。

２ 市長は，前項の申請書を受け，派遣を決定したときは，旭川市環境アドバイザー派遣決定通知書

（様式第５号）を主催者に，旭川市環境アドバイザー派遣決定通知書（様式第６号）をアドバイザーに

通知するものとする。

（派遣の実施報告）

第１１条 主催者は，学習会等の終了後，１か月以内に旭川市環境アドバイザー派遣実施報告書（様

式第７号）を市長へ提出する。

２ 派遣されたアドバイザーは，学習会等の終了後，１か月以内に旭川市環境アドバイザー派遣完了

報告書（様式第８号）を市長へ提出する。

（謝礼）

第１２条 アドバイザーの派遣に係る謝礼の額は，１人又は１団体につき日額５，０００円とする。

（庶務）

第１３条 環境アドバイザー事業の庶務は，環境部において処理する。

（その他）

第１４条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は，市長が別に定める。

附 則

この要綱は，平成１８年４月１日から実施する。

この要綱は，平成２０年５月１日から実施する。

この要綱は，平成２６年４月１日から実施する。

この要綱は，平成２７年１２月１日から実施する。



この要綱は，令和元年５月１日から実施する。

この要綱は，令和３年４月１日から実施する。

この要綱は，令和５年４月１日から実施する。


